
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                           

                            

                            

                       

たざわだより 

田沢コミュニティ振興会会報 第２号 
          平成 21 年 9 月 1 日発行 

70 年の時を超えて語る「孫滝」の存在感      阿部 仁悦（山元） 

7 月 25 日（土）生涯学習施設「里仁館」館長、植松芳平氏より「田沢・山元・小林地区の自然

と文化」～最上川・孫支流の里の人々に期待する～ との演題で講演を頂きました。 

この講演を開催するに至るきっかけは、中峯の高橋一郎さんがミニ文化祭に提供してくれた 

1 枚の滝の写真でした。この滝は高橋さんが幼少の頃、父繁蔵さんより語り継がれていたものであ

るが、現在までこの岩の形状には触れることなく、ごく一部の人が知るだけの存在でした。（古文

書にも記述あり、その前より存在は知られていた） 

私共は滝の形状の素晴らしさに驚きを覚え、岩肌が出来た過程を知りたいと飛鳥中学校の梅木

校長先生に相談に行き、地学専門の植松館長を紹介していただきました。お話によると「柱状節

理」という、噴火によりマグマが押し上げて出来たもので、珍しい岩であるということです。 

孫滝に登る度に興味深い新しい発見が幾つもあり、今後も植松館長の御協力のもと、自然と文

化そして歴史を紐解いていきたいと思います。 

Ｈ21・7/4 孫滝にて撮影 

 



総

務

部

研

修 

 

六
月
二
十
一
日
（
日
）
午
後
一
時
か

ら
各
地
区
の
三
役
と
コ
ミ
振
会
長
、
市

の
職
員
二
名
、
計
二
十
二
名
で
八
地
区

の
現
地
研
修
を
行
い
各
地
区
の
陳

情
・
要
望
箇
所
を
地
区
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
巡
回
し
ま
し
た
。 

 

三
時
か
ら
四
時
ま
で
は
各
地
区
の

総
会
資
料
を
配
っ
て
地
区
の
区
長
ま

た
は
会
計
よ
り
事
業
内
容
、
予
算
等
の

説
明
を
受
け
質
疑
・
応
答
を
受
け
て
、 

 

             

               

四
時
か
ら
は
顧
問
で
あ
る
加
藤
寛
英

氏
よ
り
三
〇
分
間
「
今
後
の
田
沢
・
山

元
の
活
性
化
の
あ
り
方
」
と
題
し
て
講

演
を
し
て
頂
き
様
々
な
問
題
を
今
後

の
た
た
き
台
に
な
る
貴
重
な
講
演
で

し
た
。 

 

四
時
半
か
ら
の
交
流
会
も
最
高
。
田

沢
コ
ミ
振
に
な
り
初
め
て
の
研
修
会

で
し
た
が
、
お
互
い
の
地
区
を
理
解
し

連
携
も
深
め
ら
れ
大
変
有
意
義
な
会

に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

総
務
部
長 

高
橋 

強 

 

                            

                            
 

 

桃源郷の里を目指して       顧問  加藤 寛英 

 「桃源郷」とは「ユートピア」この世の中にない素晴らしい世界の事、それを現実の物としてと

らえ自分達の住んでいる田沢の里造りにみんなで頑張っていきたいものである。 

 よそに出てよく聞かれることは「あんたどごだ」という言葉。その時「おれ酒田の田沢だ」「田沢

だが いいどごだの」「田沢さ行ってみっでの」「田沢さ住みで」と言われる里造りこそ今１番求め

られているのではないだろうか。 

 豊かな時代になっていろんな所に立派な施設や公園が多くあるが、しかし自然の持っている緑・

水・空気等風景に勝るものはないと思う。 

 車で走っていて、各地に道路の道路島や路なりに何キロもきれいな花や並木が植えられている所

を見るとほっとする。又、川や道路等の草刈が行き届いているとそこに住んでいる人達の温かさ・

心意気・きずなの深さを感ずる。 

 「コミュニティ」とは「共同生活体」とも言われるように、自分達の住んでいる所を良くするに

は自分達で考え実行していくしかないものと思う。 

 私達の住んでいる田沢は朝日が登る胎蔵山を頂き、酒田市民の命を預かる田沢川ダムを抱える誇

れる里である。 

 皆で先人から受け継いだ大地を大切に守り、きれいに管理をしていきたいものである。 

 

 

 

 

 



小
林
地
区
は
現
在
戸
数
十
七
戸
で

仲
良
く
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
小

学
生
以
下
は
十
名
お
り
、
明
る
く
活
気

が
あ
り
ま
す
。 

 

地
区
の
行
事
は
春
は
集
会
所
の
周

囲
で
花
見
。
五
月
五
日
は
神
社
の
祭
典

で
、
お
盆
に
は
神
楽
舞
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

秋
は
収
穫
感
謝
祭
を
実
行
組
合
を

中
心
に
地
区
民
全
員
参
加
で
大
変
楽

し
い
行
事
で
す
。
又
、
一
月
六
日
は
小

学
生
以
下
の
子
供
た
ち
中
心
に
「
セ
ン

ド
」
を
夕
方
よ
り
行
い
全
戸
参
拝
し
て

い
ま
す
。 

 

地
区
に
は
酒
田
市
指
定
文
化
財
「
小

林
不
動
杉
」
が
あ
り
ま
す
。
根
周
十
三

Ｍ
・
樹
髙
三
十
五
Ｍ
・
樹
齢
八
百
五
十

年
の
県
内
最
大
級
の
巨
木
で
あ
り
ま

す
。 

         

             

又
、
地
区
内
に
は
「
小
林
温
泉
」
が

あ
り
多
く
の
方
々
か
ら
利
用
し
て
貰

い
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
温
も
り
の
湯

で
神
経
痛
や
腰
痛
の
お
客
様
に
は
大

変
好
評
で
す
。
宿
泊
も
で
き
ま
す
の
で 

 
 

今
後
も
多
く
の
方
よ
り
利
用
し
て
頂

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

「
明
る
く
楽
し
く
仲
良
く
」
を
目
標
に 

 

今
後
も
が
ん
ば
っ
て
行
き
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
林
区
長 

 

工
藤 

多
喜
雄 

 
 

 

    

小
女
房
地
区
に
は
小
女
房
集
落
跡 

（
縄
文
前
期
約
六
千
年
前
）
小
女
房
集

落
跡
は
現
在
の
と
こ
ろ
平
田
地
区
に

お
い
て
一
番
古
い
先
住
民
の
生
活
跡

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

注
目
さ
れ
る
事
は
、
こ
こ
か
ら
縄
文

前
期
の
土
器
・
石
器
の
破
片
の
出
土
も

み
ら
れ
る
事
で
す
が
、
こ
の
事
は
小
女

房
集
落
跡
は
縄
文
前
期
か
ら
晩
期
ま

で
の
生
活
跡
と
も
推
定
で
き
ま
す
。
小

平
地
区
に
は
小
平
墳
墓
（
平
安
期
）
が

あ
り
ま
す
。 

歴
史
は
こ
れ
位
に
し
て
、
現
在
の
小

女
房
地
区
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

戸
数
三
十
八
戸
・
三
十
九
世

帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

人
口
百
四
十
七
名
、
三
十 

 
 
 
 

三
％
が
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
と
な
っ
て
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

小
女
房
地
区
に
は
三
つ
の

神
社
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

仲
村
地
区
に
皇
太
神
社
。 

 
 

 
 
 
 

小
女
房
地
区
に
は
広
田
神

社
。
小
平
地
区
に
小
平
神
社 

 
 
 
 
 
 

 
各
神
社
で
も
お
祭
り
を
年

二
回
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 

 

小
女
房
地
区
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
は
、

夏
の
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
、
秋
の
収
穫
感
謝

祭
で
す
。
地
区
民
が
一
堂
に
集
ま
り

色
々
な
ゲ
ー
ム
を
行
い
お
腹
い
っ
ぱ

い
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
て
楽
し
く

過
ご
し
ま
す
。 

 

皆
で
力
を
合
わ
せ
て
色
々
頑
張
っ

て
い
る
小
女
房
地
区
で
す
。 

 
 
 

小
女
房
区
長 

石
川 

福
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小林不動杉 

      小林温泉 

 

 

 

地 区 紹 介 

あいにくの雨 ☂ でも 

頑張ってま～す 

  

田沢コミュニティセンターで 

      ビヤガーデン 



                   僕はこの田沢が大好きです。その理由は自然が豊か 

                  な所です。楯山川にはイワナやヤマメ等がたくさん住 

                  んでいます。僕が初めてやすを使ってつかまえた魚は 

                  アブラハヤとヨシノボリで、とてもうれしかったです。 

                  また、大きなマスをつかまえた事もあります。このよ 

                  うに魚がたくさんいて水がきれいなので川で遊ぶのが 

                  楽しいです。 

                   今年の平田っ子交流で、岐阜の男子が３人僕の家に 

                  とまりました。すぐに仲良くなって弟も一緒に川で遊 

                  びました。でも、大雨の後だったので小さなヤマメが 

                  １匹あみに引っかかっただけでした。でも好きな川で 

                  みんなと遊んでとても楽しかったです。 

                   田沢には木の実がたくさんとれたりフクロウの鳴き 

声が聞こえたり熊が出たりします。だから僕は田沢の 

のことが大好きです。 

                            田沢小学校６年 後藤 寛満 

                                              

                    

                    

                    

                    

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

仲良くなった岐阜の 

  友達と川遊び ♬ 

 

 

 

 

 

 

              田沢地区 

 

今年の敬老会の様子 

田沢・山元地区で 

長寿 1 名 米寿６名 喜寿１６名  

新加入１９名 

いらっしゃいました。 

     おめでとうございます。 

 

 

         

田沢だいすき 

 

 

 

 

 

 

             山元地区 

☜中学生によるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ風景

夏祭りのﾎﾟｽﾀｰ書き✌真剣‼ 
☟山元地区ビンゴ大会 

みんな真剣です。 

 

上期事業予定 

 

 

 

9 月 ６日（日） 学区民大運動会 

10 月 25 日（日） 胎蔵山登山 

11 月毎週木曜日  ビーチバレー大会参加 

12 月予定     ふれあい給食（福祉部） 

ホームページを開設しました。 

 田沢コミ振の事業内容やニュース等配信し

ていきます。ぜひご覧になって下さい。また、 

写真等掲載しますのでご了承お願いします。

http//tazawa.iinaa.net/ index.htm 


